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研究成果の概要（和文）： 

多国間主義による平和活動として、国連と EUのいずれが主導権を握ることが適切なのかに
ついて、国連、EUのそれぞれの取り組みを分析した。その結果、現在、両者は、役割を分
担して平和活動に取り組んでいるが、パワーシフトにより多極化が進展している中で新興
国にはそもそも多国間主義による国家間協力自体を重視しない傾向があるとの結論を得た。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Both the UN and the EU have engaged in the peace operations. This project clarified there was 
a division of labour between the UN and the EU in their peace operations, but it also pointed 
out that the new emerging countries were not accept the principle of multilateralism in 
international activities.    
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１．研究開始当初の背景 
 
冷戦後、国連は従来の平和維持活動を多様

化させ、それらは平和活動と称される。国連
が平和活動を強化するなかで、EU もまた平和
活動を強化させる状況が生まれ、両者は平和
活動において競争的な状況になる可能性も
出てきた。くわえて、欧州には、欧州安全保
障協力機構（OSCE）があり、欧州地域での紛
争解決のために果たす役割が大いに期待さ
れていた。しかし、現実には、期待どおりの

活動ができていない。こうしたグローバルな
機関とリージョナルな機関の、平和活動にお
ける役割と課題、そしてその役割分担をめぐ
る協調と対立への関心が高まった。 
 
 
２．研究の目的 
 
国連、EU、OSCEが平和活動においていかな

る役割分担を行い、協調関係を築こうとして
いるのかを明らかにする。 
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このテーマは、まず紛争解決においてアメ
リカが主導権を握る場合（具体的には NATO
あるいは有志連合など）と比べ、多国間主義
に基づく紛争解決・平和構築がいかなる点で
すぐれ、あるいは効果をもたないかを考察す
る。 
次に、多国間主義についても、グローバル

な国連の場合と、リージョナルな EU および
OSCEの場合とを比較・考察する。こうした分
析を通じて、国連、EU，OSCE のそれぞれのも
つ紛争への取り組みの特色を明らかにし、有
効性と限界を分析する。 
そのうえで、国連、EU，OSCE がいかなる協

調関係を築くのが、国際社会の利益に最もか
なうかを検討することなどを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
 
国連、EU、OSCEそれぞれを専門とする研究

者およびこれに関連する政策に関わってき
た実務家により、それぞれの機関による平和
活動や紛争への取り組み事例を分析し、それ
ぞれの機関の特色を議論する。次に、こうし
たそれぞれの機関の特色をみたうえで、国連、
EU，OSCEの間での役割分担と協力関係として
いかなるものが適切かを、おもに研究代表
者・分担者の間で議論する。こうした全体像
をにらんだうえでの議論を参考に、あらため
て、それぞれの機関の役割、可能性と限界に
ついて、それぞれの機関を専門とする研究代
表者・分担者により報告を行う。 
これらの研究を進める過程で、必要に応じ

て、現地調査を行った。また、関連の国際的
なシンポジウム等でも発表を行い、当該研究
組織以外の研究者との知的交流も図った。 
 
 
４．研究成果 
 
 国連と EU は具体的な平和活動において役
割を分担し協調関係を維持している。が、そ
もそも世界の力の分布は多極化しており、新
興国のなかには多国間主義による協調を重
視しない国が登場している。あらためて、多
国間主義について理論的に考察することが
現実に必要とされていることが明らかに
なった。 
 国連の平和活動は、しだいに安保理決議の
ないまま、アメリカが有志連合など、国連外
の枠組みで対応することが多くなり、役割が
低下していた。しかし、アフガン戦争やイラ
ク戦争など、戦後も治安が回復しないなかで、
平和構築の領域での国連の役割がふたたび
向上している。 
 EU もまた平和活動を強化していく姿勢を
みせたが、平和構築が主となる状況を迎え、

以前ほどの注目は浴びなくなった。しかし、
スウェーデンなど、国連に積極的に取り組ん
できた国にとっては、国連と EU のいずれを
平和活動の中核に据えるかは重要な課題と
なっている。 
 また、ユーロ危機の深刻化により、EUにつ
いても、その平和活動への期待は低下してい
る。 
 EU とともに重要なリージョナルな国際
組織として OSCE について以下のような成
果を得た。冷戦の終結を機に始まった OSCE
安全保障共同体の創造が、当初の期待に反
して、2000年代に入ると分断されていった。
欧州の紛争について、欧州と非欧州世界の
対立の背景を、互いに異なる安全保障戦略
の衝突と見立てることが必要である。また、
欧米的な国家基準の普及と拡大を目指す安
全保障共同体創造の戦略が、旧ソ連諸国
（CIS 独立国家共同体）には受容されな
かった。これには、「浄化（lustration）」
を実施しないまま行われた権力の継承、並
びに「弱い国（weak state）」特有の国家
安全保障戦略という二つの国内政治要因が
絡んでいる。さらに、欧州安全保障共同体
創造に伴うグッドガヴァナンスの普及の試
みが、2001 年に発生した 9.11 国際テロ事
件を境に、OSCEと CISという二つの国際安
全保障機構の間で安全保障戦略をめぐる対
立に発展していった。対立軸の一方がやが
て CISから中国主導の上海協力機構（SCO）
へと移行している。  
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